
周
産
期
医
療
の
充
実
（
平
成
10
年
～
19
年
）

第
３
編
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第
１
章　

新
生
児
セ
ン
タ
ー
増
床
と
専
用
ド
ク
タ
ー
カ
ー
の
導
入

県
民
運
動
バ
ッ
ク
に

　

平
成
12
年
10
月
１
日
、
市
立
病
院
新
生
児
セ
ン
タ
ー
の
増
床
整
備
が
完
了
、
本
格
稼
働
を
始
め
た
。
総
事
業
費
約

６
億
６
０
０
０
万
円
。
床
面
積
は
９
０
０
平
方
㍍
か
ら
１
２
０
０
平
方
㍍
に
拡
大
、
20
床
増
え
た
ベ
ッ
ド
数
80
床
は
、
全
国

公
立
病
院
で
は
最
大
と
な
っ
た
。
前
月
28
日
に
開
か
れ
た
完
成
記
念
式
典
で
は
赤
崎
義
則
市
長
、
医
師
会
関
係
者
ら
の
ほ

か
、
昭
和
55
年
に
生
ま
れ
て
20
歳
に
な
っ
た
上
木
家
の
五
つ
子
も
出
席
、
一
緒
に
お
祝
い
の

薬く
す

玉
を
開
い
た
。
新
生
児
セ
ン
タ
ー
は
産
婦
人
科
か
ら
独
立
し
た
。

　

新
生
児
セ
ン
タ
ー
の
生
い
立
ち
は
、
22
年
前
に
遡
る
。
昭
和
51
年
の
日
本
で
初
め
て
の

山
下
家
五
つ
子
誕
生
を
き
っ
か
け
に
、
市
立
病
院
で
は
53
年
に
新
生
児
セ
ン
タ
ー
40
床
を

新
設
し
、
分
娩
セ
ン
タ
ー
（
産
科
部
門
）、
さ
ら
に
母
子
保
健
指
導
室
か
ら
成
る
周
産
期
医

療
セ
ン
タ
ー
を
全
国
に
先
駆
け
て
開
設
し
た
。
24
時
間
体
制
の
も
と
新
生
児
セ
ン
タ
ー
で

は
、
オ
ー
プ
ン
１
年
目
か
ら
前
年
に
比
べ
て
約
２
倍
の
新
生
児
が
入
院
。
全
体
の
救
命
率
は

95
・
４
％
、
未
熟
児
は
90
・
７
％
に
上
り
、
今
ま
で
は
確
実
に
死
亡
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る

１
０
０
０
㌘
以
下
の
超
低
出
生
体
重
児
は
15
例
中
、
６
例
が
助
か
っ
た
。
以
来
、
こ
れ
ま
で

周産期センター増床で署名活動
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22
年
間
で
重
度
未
熟
児
な
ど
１
万
７
１
５
７
人
を
受
け
入
れ
、
う
ち
双
子
３
８
８
組
、
四
つ
子
２
組
、
上
木
家
の
五
つ
子
も

誕
生
し
た
。

　

新
生
児
セ
ン
タ
ー
は
、
１
０
０
０
㌘
未
満
の
超
低
出
生
体
重
児
を
は
じ
め
、
低
出
生
体
重
児
や
重
症
の
病
的
新
生
児
を
新

生
児
集
中
治
療
室
（
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｕ
）
に
収
容
し
、
新
生
児
の
障
害
な
き
救
命
（intact survival

）
を
目
的
に
設
立
さ
れ
た
施

設
で
あ
る
。
開
設
当
時
の
頃
は
、
鹿
児
島
県
の
母
子
保
健
に
関
す
る
成
績
で
は
、
新
生
児
の
死
亡
率
が
日
本
の
中
で
最
も
高

か
っ
た
。
開
設
後
、
新
生
児
死
亡
率
は
目
に
見
え
て
改
善
す
る
。
平
成
７
年
度
は
死
亡
率
（
１
・
２
／
１
０
０
０
）
が
、
全

国
で
最
も
低
い
死
亡
率
と
な
り
、
そ
の
後
も
全
国
で
５
位
以
内
の
好
成
績
を
維
持
す
る
ま
で
に
な
っ
た
。

　

し
か
し
、
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｕ
は
、
こ
れ
ま
で
県
内
に
市
立
病
院
の
12
床
の
ほ
か
計
15
床
し
か
な
く
、
市
立
病
院
で
も
満
床
状
態
が

続
き
、
ベ
ッ
ド
数
不
足
か
ら
妊
婦
や
乳
児
が
、
熊
本
や
宮
崎
な
ど
県
外
に
搬
送
さ
れ
る
ケ
ー
ス
が
出
て
く
る
な
ど
、
社
会
的

な
問
題
に
な
っ
て
き
た
。
こ
の
た
め
、
平
成
８
年
に
は
日
本
母
性
保
護
産
婦
人
科
医
会
鹿
児
島
県
支
部
、
県
医
師
会
、
鹿
児

島
市
医
師
会
、
県
看
護
協
会
、
県
助
産
婦
会
、
県
地
域
婦
人
団
体
連
絡
協
議
会
が
、
街
頭
署
名
運
動
や
ポ
ス
タ
ー
作
製
に
取

り
組
む
な
ど
熱
心
な
県
民
運
動
が
ス
タ
ー
ト
す
る
。
市
立
病
院
新
生
児
セ
ン
タ
ー
に
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｕ
20
床
増
床
と
新
生
児
用
の
ド

ク
タ
ー
カ
ー
導
入
を
要
望
す
る
旨
の
陳
情
に
は
、
県
民
12
万
２
０
０
０
人
分
の
署
名
が
集
ま
っ
た
。
６
団
体
が
集
め
た
陳
情

は
県
議
会
、
鹿
児
島
市
議
会
で
採
択
さ
れ
、
整
備
に
つ
い
て
は
県
が
ほ
ぼ
半
分
を
助
成
す
る
こ
と
に
な
り
、
12
年
２
月
か
ら

新
生
児
セ
ン
タ
ー
の
改
修
工
事
が
始
ま
っ
た
。
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「
こ
う
の
と
り
号
」
導
入
も

　

県
民
の
陳
情
で
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｕ
増
床
と
セ
ッ
ト
に
な
っ
て
い
た
新
生
児
専
用
ド
ク
タ
ー
カ
ー
の
導
入
は
、
翌
春
に
実
現
す
る
。

　

平
成
13
年
２
月
27
日
、
最
先
端
の
設
備
を
備
え
た
新
生
児
専
用
ド
ク
タ
ー
カ
ー
「
こ
う
の
と
り
号
」（
４
８
５
０
㏄
）
の

出
発
式
が
病
院
内
で
行
わ
れ
、
３
月
１
日
か
ら
24
時
間
の
運
用
が
始
ま
っ
た
。
出
発
式
で
、
武
弘
道
院
長
は
「
２
組
の
五
つ

子
が
育
っ
た
土
台
と
県
民
の
総
意
の
も
と
に
、
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｕ
や
ド
ク
タ
ー
カ
ー
を
備
え
た
最
新
の
新
生
児
医
療
体
制
が
で
き

た
。
今
後
は
全
力
を
挙
げ
て
、
運
用
に
努
力
し
て
い
き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。

　

専
用
ド
ク
タ
ー
カ
ー
は
全
国
で
12
例
あ
り
、
九
州
で
は
大
分
、
熊
本
に
次
い
で
３
例
目
。

「
こ
う
の
と
り
号
」
に
は
、
遠
隔
地
か
ら
の
搬
送
に
も
対
応
す
る
た
め
、
長
時
間
に
わ
た
っ

て
医
療
機
器
が
使
用
で
き
る
よ
う
発
電
機
を
搭
載
す
る
。
離
島
用
と
し
て
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に

も
対
応
可
能
な
小
型
保
育
器
の
ほ
か
人
工
呼
吸
器
、
呼
吸
循
環
監
視
装
置
、
血
管
透
過
装
置

な
ど
を
積
み
、
医
師
と
看
護
師
が
一
人
ず
つ
乗
り
込
む
。
こ
れ
に
よ
り
県
北
部
、
大
隅
地
区

な
ど
遠
隔
地
か
ら
の
長
時
間
搬
送
や
、
搬
送
中
の
高
度
集
中
治
療
が
可
能
に
な
る
。
ベ
ッ
ド

は
傾
斜
防
振
式
で
、
車
の
振
動
で
新
生
児
の
頭
に
血
液
が
逆
流
す
る
の
を
防
ぐ
。
国
と
県
の

補
助
を
受
け
、
３
４
０
０
万
円
を
か
け
て
整
備
さ
れ
た
。

　

市
立
病
院
へ
の
新
生
児
の
緊
急
搬
送
は
、
年
間
約
１
５
０
件
。
こ
の
う
ち
半
数
以
上
は
人

工
呼
吸
が
必
要
な
状
態
だ
が
、
搬
送
中
は
治
療
に
限
界
が
あ
り
、
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｕ
到
着
ま
で
に
容
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体
が
悪
化
し
、
死
亡
や
障
害
に
至
る
ケ
ー
ス
も
あ
っ
た
。
導
入
か
ら
半
年
後
、「
こ
う
の
と
り
号
」
の
救
急
搬
送
は
64
回
に

上
り
、
こ
の
う
ち
８
人
に
つ
い
て
「
ド
ク
タ
ー
カ
ー
が
な
け
れ
ば
死
亡
、
も
し
く
は
重
度
の
後
遺
症
を
残
し
た
は
ず
」
と
分

析
さ
れ
た
。

母
子
保
健
奨
励
賞
に
茨
科
長

　

平
成
14
年
10
月
、
母
子
保
健
の
発
展
に
貢
献
し
た
人
に
贈
ら
れ
る
第
24
回
母
子
保
健
奨
励
賞
（
母
子
保
健
功
労
顕
彰
会
主

催
）
に
、
鹿
児
島
県
か
ら
周
産
期
医
療
セ
ン
タ
ー
の
茨
聡
科
長
（
45
歳
）
が
選
ば
れ
た
。
県
内
の
医
師
で
初
め
て
で
あ
る
。

　

昭
和
56
年
に
周
産
期
医
療
セ
ン
タ
ー
に
入
局
以
来
、
胎
児
や
未
熟
児
、
新
生
児
の
ほ
か
、
病
的
新
生
児
な
ど
入
院
要
請
の

あ
っ
た
新
生
児
は
全
例
受
け
入
れ
る
な
ど
治
療
に
専
念
。
全
国
に
先
駆
け
て
模
型
人
工
心
肺
に
よ
る
呼
吸
循
環
補
助
法
を
導

入
し
、
多
数
の
新
生
児
を
救
命
し
た
。
各
地
か
ら
の
搬
送
に
役
立
つ
新
生
児
ド
ク
タ
ー
カ
ー
の
導
入
を
中
心
に
な
っ
て
提
言

し
実
現
。
県
内
の
搬
送
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
確
立
に
尽
力
し
、
九
州
各
地
に
搬
送
地
域
を
広
げ
た
。
茨
科
長
は
「
女
性
が
安
心

し
て
出
産
・
育
児
に
取
り
組
め
る
社
会
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
か
ら
は
障
害
の
あ
る
子
ど
も
を
必
死
に
育
て
て
い
る

親
が
い
る
こ
と
を
発
信
し
、
社
会
制
度
の
充
実
に
つ
な
げ
た
い
」
と
語
っ
た
。




